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三十一一一年
までの卒
業生 主事の免
任一一一十三年
の在學生
而して一一一十年九月には、馨學部主事吉田健康氏卒去の爲、教授大谷周庵氏が同主事を命ぜられ、翌三十一年に
は大谷氏主事を免ぜられ、教授村上安藏氏が同主事を命ぜられ、同一一一十一一一年には田代正氏が代ったのである。今
参考の爲に、三十一一一年までの卒業生竝に同年の在校生を示せば左の通りである。
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●
柵蜘會の
各爵學部
の分立
然るに、明治三十一一年頃より、學制改革の運動起り、一一一十一一一年には、小畢校令の改正を見るに至り、一一一十四年
四月一日には、第一。第二・第三・第四各高等學校警學部は潤立して、夫を千葉・仙臺・岡山・金澤瞥學専門學
校となり、我が醤學部も、同時に分立して、長崎醤學専門學校と改稀せられ、弦に各高等學校は、工學部を有す
る本校を除いて、全く大學豫備教育機關となったのである。
次に記して置きたいのは、瞥畢部の校友會たる研珸會に就いてである。即ち研爵會は、本部に於ける龍南會の
創立に刺激されて、明治一一十八年、その成立を見たのである。
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第三篠
第四陳本會ハ名譽特別通常ノ三會員ヨリ成ル
第一項名譽會員ハ第五高等學校馨學部職員ヨリ成ル且該部二縁故アルモノヲ以テ名譽會員二推薦スルコト
第一一項特別會員ハ第五高等學校嘗學部卒業生ヨリ成ル
但卒業受験生ハ特別會員二編入スルモノトス
第三項通常會員ハ第五高等學校瞥學部生徒（卒業受験生ハ除ク）ヨリ成ル
第五條本會ノ目的ヲ達成センカ爲〆左ノ事業ヲナス
第一項毎年一月一一月四月五月九月十月十一月第一一一土曜日一一相會シ醤學藥學其他有盆ナル學術上ノ演説討論
第一一一項春秋一一回蓮動會ヲ開ク其細則ハ別二定ムルモノトス
第六催第六峰、第七條（九項）、第八條（三項）、第九條等ノ會務ノ各條ハ省略
第十篠（一一項）、第十一篠、第十二條等ノ會議ノ各條モ同然
第十三篠本會ハ左ノ寄附金及會費ヲ以テ維持スルモノトス
第一項名譽會員ヨリハ毎月其俸給（胖鰄柳）一一百分一ノ寄附ヲ仰クモノトス
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全國特有の高等學校となったのである。
かくて同年、本校建物の東側に工學部生徒控所を、一一一十一年、理化學實験室二棟の外教室實験工場を、三十一一一
年、實駿工場附鬮家一棟を新築して，漸次内容の充實を計ったのである。而して三十一一年十一月を以て改正せら
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明治一一十七年、第三高等學校には、法・瞥・工の一一一學部のみに留めて、純然たる専門的教育機關と爲し、、奮豫科
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生は第四・第五の一一高等學校に分配せられ、第一・第一一・第四・第五の四高等學校に於ては、夫存欝學部及び大
しよ『『ノ。
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但名譽會員ニシテ本學部ノ職員一一アラサル者及本學部ノ職員ニシテ寄附ノ金額一個年壹圓一一充夕サル
者ハ毎年二回春秋一一各五拾銭以上ノ寄附ヲ仰クモノトス
第一一項特別會員ヨリハ卒業受駿生トナリクルトキ及卒業證書ノ授與ヲ受ケクルトキ各金暴圓ヲ一一回一一徴收
シ共他ハ別一一會費ヲ徴收セサルモノトス
但本會成立以前一一係ル卒業生ハー同或ハーー一同（窄蝿峰）一一金六回ヲ徴收スルモノトス
第一一一項通常會員ハ毎畢期各金武拾鐘宛徴收シ授業料日一一之ヲ納ムルモノトス
第十四條第十五條、第十六催、第十七條ハ省略
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此會則ノ修正ヲ必用ト認ムルトキハ會員一一一十名以上ノ賛成ヲ得評議員會二提出スルコトヲ得へシ
以てその内容を察することが出来ると共に、大學豫科たる本部の龍南會とその趣を異にしてゐることか察せられ
此外、讐學部に於ける協議會更修學放行等に就いても、記すべきことは多々あるが、一切之を省略する。
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學豫科を置かれたことは既に述べた。然
るにその結果、高等中學校設置厘域の存
在は意義を有しなくなった爲に、二十九
年六月には、来る三十年四日以降、該設
置厘域に依らざる儀と心得べき旨の訓令
第馳が發せられ、二十九年七月には，薑豫科
鵜を全麿せらるシに至り、我が第五高等學
》枝には、一一一十年四月十七日、文部省令第
螂六號を以て、明治一一十七年の勅令第七十
園五號高等學校令第四催に依り、修業年限
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月、本校教授櫻井房記氏が工學部主事を
命ぜられ、舷に本部と二學部とより成る
